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法政大学出版局◉新刊のご案内� 2025 年 1 月 10 日

①  配本希望部数をご記入のうえFAXにてご連絡をお願いしたします。
　  希望部数を優先して配本しておりますので、ぜひお申し込み下さい。
②  委託期間内返品可　配本後到着の注文書は注文扱いにて出荷させて頂きます。
③  ★印の図書は特にご注目下さい。平積み頂ければ幸甚です。
④  小局ホームページより、「新刊のご案内」最新号がダウンロードできます。
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番線印

法政大学出版局　2025年2月25日配本　定価3850円（本体3500円＋税） 四六判上製・270頁
ジャン＝リュック・ナンシー 著／小原拓磨 訳 《叢書・ウニベルシタス 1180》

思弁的註記 ヘーゲルの機知に富んだ語 ISBN978-4-588-01180-1 C1310

★ 　ヘーゲル哲学の鍵を握る用語、アウフヘーベン（揚棄）。このたった一つの概念が有する決定的重要性はいったい何に由来し、
この語は哲学に何をもたらしたのか。ヘーゲルのテクストを駆動する、否定すると同時に保存し、生成するやすでに消え去って
いる揚棄の運動、真理や意味の動きをつねに両義的な思弁の内におく操作を明るみに出した好著。ナンシーの翻訳困難なデ
ビュー作（1973年）、ついに邦訳。 【哲学・思想】

☆関連書：ラクー＝ラバルト、ナンシー『文学的絶対』、ナンシー『限りある思考』（小局刊）。
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Fax. 03-5214-5542
【お願い】
　　配本の際、ご担当者様の記名が必要となりました。
　　ご面倒とは存じますが、ご担当者様欄のご記入をお願い申し上げます。

法政大学出版局　2025年2月18日配本　定価4950円（本体4500円＋税） A5判上製・556頁
ベン・ブラッドリー 著／根津朝彦、阿部康人、石田さやか、繁沢敦子、水野剛也 訳 

ベン・ブラッドリー自伝 『ワシントン・ポスト』を率いた編集主幹 ISBN978-4-588-61601-3 C0036

★★　ベトナム反戦世論に寄与したペンタゴン文書の調査報道、ホワイトハウスの嘘を暴きニクソン大統領らを辞任させたウォーター
ゲート事件。1970年代の米国史を変えた『ワシントン・ポスト』紙を現場で指揮したのが、映画『大統領の陰謀』や『ペンタゴ
ン・ペーパーズ』でも知られる名編集主幹ブラッドリーだった。この自伝からは、社会の不正や虚偽と闘うアメリカの民主主義の
真実が見えてくる。 【ジャーナリズム史】

☆関連書：ウッドワード＆バーンスタイン『大統領の陰謀』（ハヤカワ文庫）、水野剛也『有刺鉄線内の市民的自由』（小局刊）。
【別刷注文書あり】
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法政大学出版局　2025年2月21日配本　定価5500円（本体5000円＋税） A5判上製・288頁
萩原里香 著 

コラーゴ オペラ黎明期の舞台上演責任者  　 ISBN978-4-588-42023-8 C3073
　16世紀末にフィレンツェで誕生した「オペラ」。その黎明期には、音楽を用いた舞台芸術の制作・上演にかかわるすべてを裏方で統
括し、オペラの成立に決定的に貢献した知られざる役職「コラーゴ」の存在があった。同時代の書簡や文献を渉猟し、音楽劇の萌芽
と発展を考えるうえで欠かせない「コラーゴ」の実態に初めて焦点をあてる。従来のオペラ誕生史の空白を埋め、西洋音楽史研究を
刷新する労作。 【音楽史】

☆関連書：ファブリツィオ・デッラ・セータ『19世紀イタリア・フランス音楽史』（小局刊）など。
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法政大学出版局　2025年2月28日配本　定価5390円（本体4900円＋税） A5判上製・332頁
島田大輔 著 

中国専門記者の日中関係史  ISBN978-4-588-32608-0 C3021

　昭和戦前期の日本では、各新聞の中国専門記者は軍人、外交官の中国通と同等の分析力を持ち、自社の論説や世論を動かし、
軍や政府の方針にも影響を与える存在だった。なかでも全面戦争を回避すべく、平等な日中関係の実現を訴えた太田宇之助
は、同時代の中国メディアでも高い評価を受けた。その彼がなぜ戦争協力を決意したのか。彼の足跡を詳細に追い、両国の近
現代史を考察する。 【日本近現代史・中国近現代史】

☆関連書：吉井文美『日本の中国占領地支配』（名古屋大学出版会）、関智英『対日協力者の政治構想』（同）など。
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法政大学出版局　2025年3月10日配本　定価5060円（本体4600円＋税） A5判上製・414頁
生方淳子 著 

哲学のアンガジュマン サルトルと共に問う暴力、非理性、デモクラシー ISBN978-4-588-15143-9 C1010

　哲学は現代世界が抱える深刻な課題にいかに建設的に関与しうるのか。デモクラシーの危機、社会の分断と格差、戦争、無数
の形を取る暴力、それらを問うために、ギリシャ哲学をはじめ彼の哲学の最も根本にある存在論と、そこから発展した暴力論を
考察する。そしてサルトル哲学を視座として根本に立ち戻った考察とともに、哲学以外の知の領域も比較検討して、いま新たな
アンガジュマンがいかに可能かを探る。 【哲学・思想】

☆関連書：生方淳子『戦場の哲学』、澤田直編『サルトル読本』、竹本研史『サルトル「特異的普遍」の哲学』（小局刊）など。
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